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漫湖公園スポーツエリアに関するアンケート調査 調査結果 

 

調査概要 

【目的】 

 漫湖公園スポーツエリアの検討にあたり、公園を利用されている方や地域にお住まいの方が感じて

いる現状・課題を把握する。 

【実施期間】 

令和７年９月１９日（金） ～ 令和７年１０月２０日(月) 

【調査方法】 

Web アンケートにて実施 

【周知方法】 

（公園利用者等向け） 

 本市ホームページへの掲載 

 漫湖公園・新都心公園、漫湖水鳥・湿地センター、スポーツデポ那覇店へのポスター掲示 

 那覇市公共施設予約サービス 

（近隣地域住民向け） 

 周知チラシの配布（約 600 世帯） 

【回答サンプル数】 

195 件（公園利用者等77件、近隣地域住民 118件） 

 

調査結果 

No1 回答者の属性について（ご年齢・ご職業） 

■回答者の年齢構成                    ■回答者の職業構成 

  

 回答者の88%が30代から 60代となっています。 

 回答者の69％が会社員・公務員となっています。 

 

n=195 n=195 
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No2 回答者の属性について（お住まい） 

■回答者のお住まい（市内・市外）            ■回答者のお住まい（市内のうち） 

  

 回答者の94%が那覇市内在住となっています。そのうち、70%が古波蔵在住となっています。 

 

No3 回答者の漫湖公園の利用方法について 

■回答者の利用頻度 ■回答者の利用目的（複数回答可） 

 

 回答者の73％が「月に数回程度」以上利用しています。 

 利用目的として「散歩・休憩」「ジョギング・ウォーキング」が特に多く、40％以上となっています。 

 

  

n=195 n=195 

n=195 n=195 



3 

 

No4 『漫湖公園スポーツエリア』の６つの課題について 

 

 

 

 設定した 6つの課題について「必要」「やや必要」の回答割合が 70％以上となっています。 

 中でも「全面的な施設更新」を求める声が多く、95.9%が「必要」「やや必要」と回答しています。 

【参考】設定した『漫湖公園スポーツエリア』の課題について 
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No5 『漫湖公園スポーツエリア』の整備に期待する効果について（複数回答可） 

 

 回答者の65.1％が「多様な世代がスポーツを楽しめる環境」を期待しています。 

 次いで「スポーツのみならず様々なイベントが開催できる環境」を 56.4％の人が期待しています。 

 

No6 『漫湖公園スポーツエリア』の整備の懸念について（複数回答可） 

 

 回答者の3割程度が「夜間の騒音」「公園内の安全性・治安の悪化」を懸念しています。 

 一方で「特にない・わからない」と回答した人も 3割程度います。 

 なお、設定した４つの懸念の回答率は同程度であり、特定の項目に回答が偏る傾向は見られません

でした。 

n=195 

n=195 
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No７ 漫湖公園スポーツエリアや漫湖公園全体、市内多目的グラウンド等に関する自由記述について 

（テキスト生成AI にて要約） 

 

1. 安全・治安・環境衛生の改善 

公園全体の雰囲気: 暗く、街灯が少ないため、夜間の利用に不安がある。 

不審者対策: 不審者、喫煙する若者、飲酒者の存在が見受けられるため、安全対策が必要。 

環境衛生: 野良猫の多発（餌やりによる）、ネズミ、コウモリの出現、ゴミの不法投棄、浮浪者の存在が問題。 

トイレ: 衛生状態が悪く、清潔なトイレの増設を求める。 

対策要望: 

 街灯の増設と明るさの確保。 

 開放的な公園デザインと死角の削減。 

 防犯カメラの設置。 

 警察官による見回り強化。 

 ゴミの管理と回収の徹底。 

 雑草除去や異臭対策などの環境整備。 

 

2. 施設の老朽化と整備の必要性 

全体的な老朽化: 特に古波蔵側の施設は改修が急務。 

未使用設備の放置: 噴水など使用されていない設備の撤去と有効活用。 

ジョギング・ウォーキングコース: 

 舗装のひび割れ、木の根による盛り上がり、水はけの悪さの改善。 

 足腰への負担が少ない素材（クッション性のある遊歩道）への変更。 

 雨天時の赤土流出対策。 

 

3. スポーツ施設の充実と改善 

グラウンド（野球・サッカー）: 

 ナイター設備の増設。 

 水はけの改善。 

 人工芝化については、環境影響（マイクロプラスチック、PFAS、高温化）と利用ニーズの両面で慎重

な検討が必要。 

 野球利用者のためのマウンド設置や、サッカー専用にならないような配慮。 

 使用後のグランド整備の義務付け。 

テニスコート: 

 ハードコートの維持と人工芝（オムニコート）化の両方の意見がある。 

 面数の増加、壁打ちエリアの設置、日陰の確保、雨天時対策。 

 テニスコートの「私物化」問題への対策。 

 利用料金の見直し（平日・休日で料金を変えるなど）。 

バスケットボールコート: 

砂の侵入防止、ネットの高さ改善、夜間の照明不足の解消。 

子供用リングの設置。 

その他: 利用者の有料化を検討し、その収益を施設の維持管理に充てる提案。 
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4. 駐車場問題 

慢性的な不足: 週末やイベント時に常に満車で、道路まで渋滞が発生。 

料金とトラブル: 駐車料金の割高感、支払い機のトラブル。 

対策要望: 

 立体駐車場の建設や、未使用スペースを活用した増設。 

 周辺施設の駐車場活用（鏡原中、漫湖水鳥観察センターなど）。 

 駐車料金体系の見直し（最初の 1時間無料の中止など）。 

 交通網全体の整備と連動した駐車場計画。 

 

5. 商業施設の誘致と賑わいの創出 

古波蔵側の活性化: スタバのような商業施設（コンビニ、スーパー、カフェ・レストラン）の誘致。 

 

イベント開催: マルシェ、祭り、ドッグランなど定期的なイベント開催による賑わい創出。 

 

6. アクセスの改善と利用促進 

利便性の向上: ベビーカーや車椅子での利用を考慮した歩道や入口の整備。 

周辺施設との連携: 奥武山公園との遊歩道接続。 

新たな移動手段: シェアサイクルや電動キックボードの導入。 

 

7. 自然環境との共存 

環境保護: ラムサール条約登録地である漫湖の自然環境（水鳥、カニ、ヤドカリなど）への影響を最小限に

抑える。 

植栽: キョウチクトウなど有害な植物の撤去と安全な植物への植え替え。既存の木々の伐採は避ける。 

 

8. 管理体制の強化 

継続的なメンテナンス: 雑草除去、枯れ木の処理、側溝清掃など、継続的な美観維持。 

ルール遵守の徹底: 公園内での禁止事項の明示と周知（自転車乗り入れ禁止など）。 

人員配置: 騒音や治安を管理する人員の確保、管理事務所の改修。 

利用者のモラル向上: 公園利用者への啓発活動。 

 


